
平成 31 年の無火災を祈願　小野町消防出初式
　小野町消防出初式が１月４日、B&G海洋センターアリーナ
で行われました。
　式に先立ち、平成31年中の無火災・無災害を願い火伏の餅
つきと無火災祈願が行われました。
　出初式では、統監である町長から「町民の厚い信頼と期待に
応えていただいていることに感謝申し上げるとともに、平成
31年も団員一丸となって災害のない安全で安心な町づくりの
ため、なお一層の精進をお願いする」、引き続き、渡邊消防団
長からは「本年も自分の地域は自分で守るという崇高な使命の
もと、精力的に活動していくことを望みます」と年頭の訓示が
ありました。
　また平成30年中に分団管内の無火災を達成した第６分団が
表彰を受けました。
　寒期になり、火気を使う機会が増えています。空気が乾燥
していますので、火の取り扱いには十分注意し、火災のない
安全・安心な小野町にしましょう。

式に臨む団員の皆さん

火伏の餅つき

　このたび、荻野治美さん（谷津作）が福島県体育協会の推薦
を受け、平成30年度公益財団法人日本スポーツ協会公認スポー
ツ指導者等表彰を受賞されました。
　この表彰は、永年に渡る剣道や水泳競技の指導を通じて、
地域の青少年育成に尽力されたことが評価されたものです。
　荻野さんは昨年12月21日、町長への受賞報告を行いました。
　町長から「永年にわたる活動に対して感謝申し上げるととも
に、今後も剣道や水泳競技の指導を通じて、青少年の健全育
成や小野町のスポーツ振興に努めてください」と激励の言葉が
ありました。
　今回の受賞、誠におめでとうございます。 町長と受賞された荻野さん(右)

　東京で行われた第35回全国高校生の手話によるスピーチコ
ンテストで第１位を受賞した柏原力樹さん（田村高等学校３
年・小戸神）が昨年12月26日、町長に受賞報告を行いました。
　このコンテストは、全国の高校生を対象に２回の審査を経て
選抜された10人が、手話と音声によるスピーチを行うコンテス
トで、全国から45人の応募がありました。
　柏原さんは手話サークルに参加し、日頃から手話の練習を
積み重ねてきており、コンテストでは体に障がいがあっても
スポーツを頑張る方々を紹介し、あきらめないことの大切さ
をスピーチしました。
　町長から「大変素晴らしいことであり、今後ますます経験を
重ね、さらなる成果を上げることを望みます」と労いと激励の
言葉がありました。
　柏原さんのますますのご活躍を期待します。 町長と受賞された柏原さん(右)

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰受賞

全国高校生の手話によるスピーチコンテスト第１位受賞
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